
 

 
 

―事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 ７ 年  ７ 月 ３１ 日（ 木 ） 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 

廣瀬・八軒・吉原・藤田・阪口・荒木・今川・山

本・深澤・堀井・伊藤 

 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
 

できている 

なんとか 

できている 

 

できていない 
 

⓪ 
前回の課題について取り組めました

か？ 
 

１ ８ １  

 

前回の改善計画 

個人情報に留意し、電子機器や申し送りノート、口頭での情報

交換を使用しながら情報の共有を行う。送迎時など、職員一人

一人が家族様や利用者様とのコミュニケーションを図り、関係

性を作る。 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
 

できている 

なんとか 

できている 

 

できていない 
 

①  
本人の情報を利用開始前に共有していま

すか？ ３ ６ １  

②  
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

必要としている支援ができていますか？ 

（訪問・通い・宿泊・通院の柔軟な対応） 
４ ５ １  

➂ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安

を受け止め、関係づくりのための配慮をし

ていますか？ 
３ ６ １  

 

できている点  

電子機器の利用や申し送りノートの使用を通して情報共有が出来ている。 

送迎時に家族様とコミュニケーションを図り関係性を高めている。情報共有にも繋がり、大事な伝達事項も顔と顔が見える関

係で行うことが出来ている。 

１日の流れを申し送りノートや電子機器ツールを使用して情報を得た状態で訪問や送迎に行くように出来ている。 

受診に同行や買い物等、本人が必要とするサービスは提供出来ている。 

送迎に行く機会はないが、家族様からのメッセージや職員間での伝達事項、申し送りノートを通して把握し、家族様に連絡ノ

ートを通してコミュニケーションを図っています。事実であってもマイナス面だけを捉えずプラス面も書くようにしていま

す。 
 

できていない点  

送迎時に常に家族様がおられるとは限らないのでお伝え出来ていない部分もある。 

電子機器の使用と申し送りノートを活用しているが、見ていなかったり情報の整理がされていなかったりで全ての職員が把握

出来てるとは言えない。 

情報共有に至っては、他の利用者様に聞かれていることもあり個人情報に配慮が欠けている事がある。 

利用者様個人の情報でもある内服に関しては、理解している者としていない者の把握に隔たりがある。また、人任せになって

いる部分があり、自ら把握しようと努力していない職員もいる。 

情報共有にて申し送りノートを活用しているが、記入はしているが口頭説明が出来ていない場合は情報が伝わるまでタイムラ

グが出来てしまう。実際に申し送りノートに記入を忘れることもあり、瞬時に情報共有が出来ているかと言われれば出来てい

ない事もある。 

職員全員がサービスの統一（目標やサービス内容等）があやふやなことがある。 

業務が多忙で詳細な部分を聞きそびれたり、深くまで考える余裕が無かった。 

送迎に行く機会が少ない為、家族様との接点を持つ機会がない。文章やエピソードを家族様に伝えることで少しでも心が和む

ように取り組んでいきたい。 
 

 

 

事－① 



 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
 

できている 

なんとか 

できている 

 

できていない 
 

⓪ 
前回の課題について取り組めました

か？ 
 

 ７ ３  

 

前回の改善計画 
一人一人の意思決定をくみ取り、目標を把握し近づけるように可

能な限りサービスを提供していく。 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
 

できている 

なんとか 

できている 

 

できていない 
 

① 
本人の当面の目標「～したい」を目

指した日々のかかわりができてい

ますか？ 
 ６ ４  

②  
実践した（かかわった）内容をミー

ティングや申し送りノートに記入

し、次の対応に活かせていますか？ 
１ ６ ３  

 

できている点  

職員間で情報を共有し利用者様に寄り添う気持ちを持ち、同じ方向性で対応できている。 

職員間での情報共有を行い、日々自身に何が出来るのかを考えながらサービス提供にあたっている。 

人員の関係はあるが、利用者様一人一人の「～したい」という気持ちに寄り添い、出来る限り叶えられるよ

うに務めている。 

相手の立場に立った思考を持ち、何をしてほしいのか、どうゆうサービスを提供すれば叶うのかを常に考え

行動している。 

サービス会議を通して、自身が感じている内容を発言し共有する事で職員間での問題解決に努めることが出

来ている。 

現場で起こった出来事での対応を職員間で共有出来ている。 

利用者様一人一人の性格や特徴に合わせた関わり方が出来ている。 

買い物やお出かけなど、本人の望みを叶える努力は出来ている。お出かけやレクレーションなどで普段出来 

ないことを提供することが出来て利用様も笑顔が増えている。 

関わった内容やケアで成功した例など経過記録や申し送りノートに記入して、スタッフ間で情報共有できる 

ようにしている。 
 

できていない点  

室内でのレクレーションは少なく感じる。利用者様の個々の能力に差がある為、個別対応する事が多いが全

員で楽しめるものが提供出来た方がより利用者の楽しみに繋がると思う。 

関わった内容をケース記録に残せないこともある。 

「ちょっと待ってください」とすぐに対応できず止めてしまっていることもある。 

日々の多忙な業務に追われ、利用者様に必要なサービスや目標を忘れてしまっていることがある。 

職員を苦手としている利用者様がおられるが、もう一歩踏み込んだサービス提供が出来ていない。 

しばらく時間が経ってしまうと忘れてしまったり、続けることが出来なくなったりしていることがある。 

一人一人の目標を明確に理解して取り組めていると言えない。 

本人の目標を最低限望むように出来ているとは思うが、全て叶えられているわけではないし、全ての利用者

が出来ているとは言えない。 

 

 
 
 

 

 

 

 

   

事－② 



 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
 

できている 

なんとか 

できている 

 

できていない 
 

⓪ 
前回の課題について取り組めました

か？ 
 

２ ７ １  

 

前回の改善計画 

本人の趣味嗜好を把握・共有し、能力に合わせた介助方法

を周知徹底していく。 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
 

できている 

なんとか 

できている 

 

できていない 
） 

①  

本人の状況に合わせた食事や入浴、

排せつ等の基礎的な介護ができてい

ますか？ 

 

７ ２ １  

② 

本人の気持ちや体調の変化に気づい

たとき、その都度共有しています

か？ 

 

４ ５ １  

 

できている点  
本人の体調・気分に合わせ、入浴日や食事時間をズラす等一人一人に合わせて柔軟に対応できている。 

起こった出来事や体調の変化、詳細な変化も合わせて電子機器等を使用しその都度の情報共有は出来ている。 

利用者様の変化を感じたときは、責任者や職員間ですぐに伝え共有することを常に心がけている。 

会話の中から情報を得て、どんな話に興味を持ち喜ばれるかをリサーチし、すぐに答えられるようにインターネット等で調べ

たりしてコミュニケーションに生かしている。 

本人の能力に合わせてお手伝い（介助）しているが、本人の「してほしい」気持ちを察知し気持ちに寄り添い適宜合わせて介

助を行えている。 

利用者様の気持ちに寄り添い、共感し否定的な言葉を使うことなくコミュニケーションが取れるように心がけている。 

拒否が強く出た場合は職員間で相談したり対応を変えて見たりしてご本人に対してより良い対応が出来るように務めている。 

食事介助が必要な利用者様がいる場合は嚥下状態を確認しながら食事介助に当たるようにしている。 

入浴時は羞恥心に配慮したケアを行えるように職員間で話し合い対応できている。 

利用者様一人一人に目標があり、職員の独り善がりにならないように職員間で声を掛け合っている。無理強いはせずに快適に

過ごしてもらえるように心がけている。 

 

 
 

できていない点  

拒否が強く出る利用者様に対して素早い対応を躊躇してしまっている時がある。 

精神状態のゆらぎが多い利用者様が多くいる為、対応に苦慮することが増えてしまっている現状がある。 

スタッフの都合に合わせたサービス提供になっている時もある。 

その方の合った食事（好みや見た目）の提供がすべての人に出来ているとは言えない。 

自身でトイレに行かれる利用者様に関してはどうしても出来るだろうという意識があり見守りを怠ることがある。 

 

 

 

 

 
 

 

今 

 

 

事－③ 



 

 

  ４．地域での暮らしの支援 

 
 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
 

できている 

なんとか 

できている 

 

できていない 
 

⓪ 
前回の課題について取り組めました

か？ 
 

 ６ ４  

 

前回の改善計画 

職員一人一人が、地域の中での活動をしている意識を高める。利

用者様、家族様が地域との関わりをどのように行っているのかを

把握し共有しながら継続できる支援を行う。 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
 

できている 

なんとか 

できている 

 

できていない 
 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係

が切れないように支援しています

か？ 
２ ５ ３  

１ 

できている点  

なるべく住み慣れた地域でどのように支援すれば今の生活が維持できるのかという視点を持って支援する

ように心がけるようにしていいる。 

家族様やご本人の希望で、以前から通っておられる地域で行われているお花などに参加出来るように関わり

を行っている。 

利用者様のご希望に合わせて散歩や買い物、ドライブ等外に出る機会を設け、近隣の商業施設を活用するこ

とで、近隣の方に会って挨拶されたりと地域との繋がりを継続することが出来ている。 

保育園との交流もあり、先生や園児が利用者様と積極的に関わって下さり、社会性を失わないように出来て

いる。 

訪問や送迎時にご近所様と挨拶をしたり会話をしたりと積極的に交流出来ている。 

地域包括、民生委員と利用者様について情報共有している。地域の回覧板にも参加しており、行事等は把握

出来ている。 

利用者様の地域の回覧版を出しに付き添ったり、ゴミ出しに付き添うことで、近隣の方との会話をされる際

に同時に挨拶などを行い、顔が見える関係を作れている。 
 

できていない点  

本人が出来ていることまで危険だからと止めたり、代わりにやってしまったりしている部分もあり、自立を

損ねている可能性がある。 

支所などで行われている催しなど情報を伝えたり、勧めることが出来ていない。 

利用者様が住まれている地域の催しを調べ、参加出来るようにしてあげたいと思いながらも提供するまでに

は至っていない。 

地域の行事等はなかなか参加するまでに至っていない。 

近所の方が気軽に来れる場ではあるが、どこまでの近所の方と交流を深めるのかという線引きが出来ていな

い。 

スタッフによってはホール内にずっといるので、家族や地域の方と接触する機会が少なくコミュニケーショ

ンは少ない。また、意欲的に交流していこうという意識も低い。 

 

 
  

事－④ 



１ 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
 

できている 

なんとか 

できている 

 

できていない 
 

⓪ 
前回の課題について取り組めました

か？ 
 

 ６ ４  

 

前回の改善計画 
自施設だけではなく、幅広い視点を持ち、地域の中で生活が出来

るように地域資源の把握と活用をしていく。                           

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
 

できている 

なんとか 

できている 

 

できていない 
 

① 

自分たち事業所だけで支えようと

せず、地域の資源を使って支援して

いますか？ 

 

１ ６ ３  

③  

その日・その時の本人の状態・ニー

ズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」

「通院」が妥当適切に提供されてい

ますか？ 

 

５ ３ ２ 
 

 

できている点  

本人様の気分や体調に合わせて、通い・訪問・宿泊のサービスを柔軟に切り替え対応できている。 

近隣の商業施設での買い物や近場の公園での散歩、近くの神社への初詣、琵琶湖沿いでのティータイム、博

物館見学など、地域の社会資源を活用し利用者様に楽しんで頂くと共に、社会性が失われないように支援で

来ている。 

１～２か月に１回は近隣の保育園との交流を行えている。 

本人の意向に沿い、社会資源の活用が出来ている。マージャンやカラオケ等、本人が望む支援を行っている。 

近所のスーパーでの買い物の同行や理髪店などを利用しながら地域との関わりを持ちながら本人の生活を

支えることが出来ている。 

通院等のサポートは出来ている。 

柔軟なサービス提供を行うことで、家族様等の介護負担が減り、施設入所になるケースでも在宅生活が維持

できるようにサポートを行えている。 

利用者様の要望に応えたり、施設内で煮詰まった際は図書館やドライブ、散策など地域の社会資源を活用し

ながら気分転換を図っている。 

 
 

できていない点  

利用者様の状態に合わせた利用状況の判断等は的確に職員一人一人が出来るとは言えない。 

施設で対応する事、家族様が対応する事の線引きが困難であると感じる。 

事業所がやりすぎることで、自立心を阻まれているのではと迷うことがある。 

利用者様の住んでいる地域にどんな資源があるか、その人の取り巻く環境や生活状況の把握が完全に出来て

いると言えない為、どう進めていくかわからないことが多い。また、そう言った方にどんな社会資源をサー

ビスとして盛り込んでいるかわからない。 

急な受診対応が出来ないときもある為、すべてを対応できているとは言えない部分もある。 

本人の意欲や意向もあり、地域の資源を進めても本人が嫌がるケースもあり強制的に進める事は難しい。 

 

 
 

 
 

 
 

  

事－⑤ 



 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 できている 
なんとか  

できている 
できていない  

⓪ 
前回の課題について取り組めました

か？ 
 

 ４ ６  

 

前回の改善計画 

職員一人一人が意識を高め、利用者様の利用サービスの内容や多

職種連携が管理者・ケアマネに限らず行えるように一つ一つ把握

に努める。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
 

できている 

なんとか 

できている 

 

できていない 
 

①  
その他のサービス機関（医療機関、

訪問看護、福祉用具等の他事業所）

を把握していますか？ 
１ ４ ５  

できている点  

利用者様のが活用されているマッサージや針治療、訪問リハビリなどをされていることは情報共有出来てい

る。 

多職種のサービスをどこでどういう使い方をしているかは共有することが出来ている。 

各利用者様の主治医の把握は出来ている。 

立場上、利用者様が利用しているサービスに関しては把握出来ている。  

小規模多機能は併用して活用できるサービスは少ないが、訪問リハ、福祉用具、住宅改修、訪問看護と併用

できるサービスは活用することが出来ている。 

 

 

 

 
 

できていない点  

使っているサービスは把握出来ているが、多職種連携というところまでは出来ていません。 

サービス機関を受けている曜日や時間等の正確な情報まで把握出来ているとは言えない。 

一職員としてその他のサービス機関との関わりをしているわけではない。 

家族様が受診対応されている場合は情報の共有はしているが、お任せしている以上踏み込んで聞けていない

し、たぶんやってくれているのだろうと曖昧な解釈をしている事がある。 

利用者様一人一人がどのようなサービスを受け活用されているのか、抜けている部分もありすべてを把握す

る努力をする必要がある。 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

  

事－⑥ 



 

 

 

  ７．運営 
 

 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
 

できている 

なんとか 

できている 

 

できていない 
 

⓪ 
前回の課題について取り組めました

か？ 
 

２ ７   

 

前回の改善計画 
電子機器などを使用し情報の共有を行うが、全職員が把握できる

体制を整え、情報漏れが起こらないようにする。 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
 

できている 

なんとか 

できている 

 

できていない 
 

①  
管理者やケアマネジャーに、職員と

して意見を言うことができていま

すか？ 
３ ５ ２  

②  

利用者、家族・介護者からの意見や

苦情を申し送りノートで共有して

いますか？ 

 

３ ５ ２  

 

できている点 
 

 

管理者とケアマネージャーが併用してされている為、意見が言いやすく通りやすい環境である。良い意味で

距離感が無いと思う。 

聞いたことは常に報告し共有ノート等で共有することが出来ている。更に電子機器も活用し情報共有を行っ

ている。 

月一回のサービス会議で意見を出すことが出来ている。 

家族様のからの意見や要望は電子機器の活用することで情報共有する事が出来ている。 

スタッフ会議等での情報共有することで全体に伝わるようにしている。 

管理者に対しては報連相は常に意識して行っている。 

すべてとはいかないが、利用者様について何かあれば相談することが出来ている。 

ケア内容でもスタッフ間で相談し管理者やケアマネジャーに上げるようにしてサービスに取り入れてもら

うことになった事例もある。 
 

できていない点  

家族様からの意見は連絡ノートに記入して頂いてる方や送迎時に出会える方については出来ているが、全て

の利用者様が対象ではないし、全ての情報が共有出来てるとは言えない。 

情報が多すぎて整理が出来ず忘れたり見逃してしまうことがある。 

電子機器だとその場で覚えておかないと後で見返すのが大変になるし自分が休みだと次に来た時に変わっ

てしまったりしていて混乱する事がある。 

自分自身が会議に参加出来ずに情報が洩れる事がある。 

申し送りノートの活用しているが、特定の者しか記入がないため、情報の抜けが出る事がある。他者任せに

なっていることがある。 

 

 

 

  
 
 

  

事－⑦ 



 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
 

できている 

なんとか 

できている 

 

できていない 
 

⓪ 
前回の課題について取り組めました

か？ １ ６ ３  

 

前回の改善計画 

外部研修を取り入れいき、学んできた内容を業務に結び付けられ

るように職員間で情報の共有が出来る環境を整備していく。 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
 

できている 

なんとか 

できている 

 

できていない 
 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参

加していますか ６ ３ １  

② 
資格取得やスキルアップのための

研修に参加できていますか 

 
２ ２ ６  

③  
リスクマネジメントに取組んでい

ますか 

 
１ ８ １  

 

できている点  

資格取得の為に社外研修にも参加している。 

実務者研修に参加し、グループワークを通じて長期目標を達成するために介護者が出来る事、どのような声

掛けして利用者様のモチベーションアップに繋げるか学びました。 

根拠に基づく対応やケアが大切である為、実践して職場に還元していきたい。 

自身で資格取得のためのスクールに通っており、独学でわからないことを多く学ぶことが出来ている。 

毎月の職場内研修に参加する事でサービス向上に必要な知識を取得で来ている。 

ヒヤリハットや事故報告書を通して、リスクマネジメントに取り組んでいる。 

 

 

 
 

できていない点  

スキルアップのために外部研修や資格取得が出来ていない。 

研修で学んだことを実務に活かすことが難しいと感じました。理想と現実のギャップを感じました。 

リスクマネジメントに関しては、ヒヤリハット等の情報共有が出来ていない。事故報告書やヒヤリハット報

告書を職員が見やすいところに設置し、各自見れるようにする方が良い。 

資料を見て自己学習するのみで、意見を共有することが出来ていない。 

得た知識を通常業務に結び付ける事が出来ていない。 

外部研修には行けておらず、また、一スタッフでは研修の情報が入ってこないし学びを深められていない。 

 

 

 

 
 

 

 
 

事－⑧ 



４ 

 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
 

できている 

なんとか 

できている 

 

できていない 
 

⓪ 
前回の課題について取り組めました

か？ ２ ４ ４  

 

前回の改善計画 

職員間での情報共有が利用者様に聞こえて情報漏れしていること

があるので、再度研修を通して学びを深め、個人情報の取り扱い

を見直す。 

 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
 

できている 

なんとか 

できている 

 

できていない 
 

①  
身体拘束や虐待の研修はしていま

すか？ ８ ２   

②  
プライバシーが守られています

か？ ２ ５ ３  
 

できている点  

研修を通して、具体的な出来ている点、出来ていない点を深堀りして改善していく議論が出来ている。 

研修を受けたり、資料を読むことで、改めて虐待に繋がらないよう意識し高めていくことが出来ました。 

着替えやオムツ交換時にプライバシーの保護の観点からパーテーションを利用し見えないように工夫や配

慮している。 

３か月１回の虐待防止委員会と年二回の研修を通して意識を高め知識を向上している。虐待の芽チェックリ

ストを年１回は必ず行うようにして自己覚知にも努めている。 

個人情報の取り扱いに関しては共有しているし、鍵がかかるボックスなどに保管するように工夫している。 

記録を書く際は、イニシャルや言い方を変えて、本人が特定できないようにしている。 

 
 

できていない点  

利用者様から離れた場所で職員同士の談笑が目立ち、利用者様が放置されている時が見られる。 

利用者様に、他利用者様のプライバシー（例えば認知症があるという情報）を職員が漏らしていることがあ

る。どこまでの情報を他利用者様に話しても大丈夫かという共通認識は必要である。また、利用者様から他

利用者様の情報を聞かれた際の受け答えも考えておく必要がある。 

職員居よるスピーチロックや行動制限を目にすることがある。利用者様同士のトラブルを避けるとは言え、

利用者様に対してきつい言い方をしていることがあり、言い方には気をつけた方が良いのではと思う場面が

見られる。 

利用者様同士のトラブルを避ける為、周りの利用者様に認知症である情報を伝えたことがある。 

関係性が出来てきており、利用者様に対し馴れ馴れしい言葉かけをしていることがあった。 

利用者様がおられる近くで、他利用者様の事を話すことがあり完全にはプライバシーの保護は出来ていな

い。改善する必要がある。 

 

 

 
事－⑨ 



外部評価 地域かかわりシート 

 

〇外部評価（地域かかわりシート①）は、Ａ～Ｆまでの６項目となります 

〇項目Ａについては「事業所自己評価」をお読みいただき、適当と思われる箇所に☑を記入くだ

さい。わかりにくい場合は、運営推進会議当日に事業者から説明がありますので、空欄のまま

持参し、当日記入いただいても結構です。 

〇Ｂ～Ｆの項目については、当日までに下記チェック項目の適当と思われる箇所に☑を記入し、

運営推進会議当日に持参してください。 

〇当日は、運営推進会議メンバーの記入したチェック箇所を集計しながら、ご意見をいただく予

定です。 

〇下記チェックに基づき、当日お聞きしたい内容は、各項目の「できている点」「できていない

点」「次回までの具体的な改善計画」の 3 点です。 

〇地域かかわりシートへの皆様のご意見は、事業所の質の向上につながり、皆様の地域にとって

必要な拠点となるために大変重要です。事業所を育て、認知症になっても、介護が必要となっ

ても、安心して暮らし続けることができる町をともにつくるために、ご理解、ご協力をお願い

します。 

 

Ａ．事業所自己評価の確認（該当部分に✓を入れてください） 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

１ 
事業所自己評価に取り組んでいることが確認できましたか？ 

 ４   

２ 

前回の改善計画に対して、取組みが行われていましたか？ 

 

【前回の改善計画】 

外出や散歩などを取り入れ、地域との関わりを持てる機会を増やしていき、

利用者様が社会性を失わないように地域に貢献しながら行事等にも参加し

ていきたい。 

【前回の改善計画に対する取り組み】 

地域の行事等には参加出来ていないが、外に出る機会を多く設け、地域の

商業施設などを利用し社会性を失うわ無いようにサービスを提供すること

が出来た 

 

３  １ 

 

Ｂ．事業所のしつらえ・環境（該当部分に✓を入れてください） 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

０ 前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

【前回の改善計画】 

引き続き草引きを継続し、外観を見栄え良くすることで入りやすい雰囲気作

りを工夫していきます。施設である認識を広めていきたいと思います。 

４   

【前回の改善計画に対する取り組み】 

草刈りは継続し、お花を植えたり野菜を育てたりして生活感が出るように工

夫しています。前の公園なども活用し介護施設である認識を少しでも広げら

れた。 

１ 
家族や地域の方が、事業所に入りやすい工夫がなされていますか？ 

 ３  １ 

2 
事業所内・外に、不快な音や臭い等はないですか？ 

 ４   
 

地①－1 



 

Ｃ．事業所と地域のかかわり（該当部分に✓を入れてください） 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

０ 前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

【前回の改善計画】 

回覧板などを活用し、地域での行事に参加して、ここがどういうところであ

るかの認識を広めていきたい。運動会や防災訓練など利用者様が参加できな

いことでもスタッフが参加し、認識を広めていけるようにする。 

２ １ １ 

【前回の改善計画に対する取り組み】 

地域での行事の参加は積極出には行えていない。人員不足や猛暑の関係で夏

場はあまり外に出ることが出来なかった。支所などの取り組みなどには今後

参加していきたいと思っている。 

１ 
職員はあいさつできていますか？ 

 ４   

２ 
事業所は、地域の方に知られていますか？ 

 ２  ２ 
 

 

 

Ｄ．地域に出向いて本人の暮らしを支える取組み（該当部分に✓を入れてください） 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

０ 前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

【前回の改善計画】 

人が多く出入りする場所は懸念するが、季節に合わせた外出を意欲

的に取り組んでいきたい。 

４   

【前回の改善計画に対する取り組み】 

季節に合わせた外出は積極的に行えていた。人によっては支所にサークルに

も参加している。継続して続けていきたいのと、視野を広めていきたい。 

２ 
利用者本人が住んでいる地域の方を交えた会議が行われていますか？ 

２  ２ 

３ 
事業所の利用者は、地域の行事やイベントに参加していますか？ 

 １ １ ２ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地①－２ 



Ｅ．運営推進会議を活かした取組み（該当部分に✓を入れてください） 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

０ 前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

【前回の改善計画】 

スタッフ間でのサービス会議などに運営推進会議の議事録を公表し共有して

いくようにする。改善部分を周知し、一人一人が意識して取り組める環境を

作っていけるよう工夫していく。 

４   

【前回の改善計画に対する取り組み】 

毎回出来てはいないが、運営推進会議で頂いた意見を反映し職員間で話し合

うことが出来ている。全員の意識はまだ低いが共有し取り組んでいけるよう

にしていく。 

１ 
運営推進会議では、事業所の取組みが解かりやすく説明されていますか？ 

２  ２ 

2 
運営推進会議で出た意見を、事業所の改善に、つなげていますか？ 

 ２  ２ 
 

 

 

 

 

Ｆ．事業所の防災・災害対策（該当部分に✓を入れてください） 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

０ 前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

【前回の改善計画】 

近年の状況を鑑みて、地震に対する意識を高め訓練していく。また BCP の

周知徹底を行い、方向性を共有していく。 

 

３  １ 

【前回の改善計画に対する取り組み】 

災害の対策や感染症対策に力を入れ、訓練も実施している。近年の状況に合

わせた訓練が充実していけるように内容を見直しながら訓練を実施継続して

いく。 

１ 
事業所の防災計画（火災・風水害・地震等）を知っていますか？ 

１ １ ２ 

２ 
事業所は、地域の防災訓練に参加していますか？ 

 １  ３ 
 

以上で終了です。ありがとうございました。 

   
外部評価 地域かかわりシート②（結果まとめ様式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地①－３ 



Ａ．事業所自己評価の確認 

№ 項目 はい いいえ わから

ない 

１ 事業所自己評価に取り組んでいることが確認できましたか？ ４   
2 

 

前回の改善計画に対して、取組みが行われていましたか？ ３  １ 
【上記 2 つのチェック項目に関する意見】 

※結果ではなく、事業所自己評価に取り組んだ経過（姿勢）に対する意見 

実際に取り組んでいるところを見たわけではないが、写真や口頭説明を通じて利用者様の笑

顔が多く見られ日常生活を楽しんでおられるんだと感じました。 

 

【前回の改善計画】 

外出や散歩などを取り入れ、地域との関わりを持てる機会を増やしていき、利用者様が社会性を失わない

ように地域に貢献しながら行事等にも参加していきたい。 

 

【前回の改善計画に対する取り組み】 

地域の行事等には参加出来ていないが、外に出る機会を多く設け、地域の商業施設などを利用し社会性を

失なわ無いようにサービスを提供することが出来た 

 

【今回の９つのテーマごとに記入された改善計画に対する意見】 

※今回の改善計画が具体的かつ達成可能な計画になっているかについての意見 

・以前に比べ取り組みも意欲的ですごく良くなったと思います。意識も高く利用者様の為に

一生懸命考えられていると感じました。継続してやっていってもらえるといいです。 

 

・１～３に関しては、情報共有に関しては電子ツールを使用しているようなので個人情報に

十分配慮してもらえたらと思います。全ての利用者様に対して公平に行うことは難しいと思

いますが出来る範囲で一人一人を尊重してもらえるといいです。 

・４～７に関しては、具体的に保育園との連携や外出等の社会性を養うという点では意欲的

に取り組めていたと思います。後は地域の方々との交流が出来るともっといいですね。 

・便利な世の中にはなってきているが、その分プライバシー保護や人権問題等はとてもシビ

アな問題にもなってきている。十分に配慮した使い方を検討しうまく活用してください。 

【改善計画】※後日記入 

プライバシー保護に十分に気をつけ、地域の行事になるべく参加し、交流を行うことで利用

者様が地域の中で社会性を失うことなく生活が送れるので出来る限り参加していきたい。 

 

  
地②－１ 



 

 

 

Ｂ．事業所のしつらえ・環境 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

０ 
前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

 ４   
１ 

家族や地域の方が、事業所に入りやすい工夫がなされていますか？ 

 ３  １ 
2 

 

事業所内・外に、不快な音や臭い等はないですか？ 

 ４   
 

【上記 3 つのチェック項目に関する意見】 

・玄関先には花壇があり花も綺麗に植えてあって入りやすい雰囲気にはなっている。入って

すぐに工作の作品などが展示してあり、しっかり取り組みをされていると感じられた。 

 

 

【前回の改善計画】 

引き続き草引きを継続し、外観を見栄え良くすることで入りやすい雰囲気作りを工夫していきます。施設

である認識を広めていきたいと思います。 

 

【前回の改善計画に対する取り組み】 

草刈りは継続し、お花を植えたり野菜を育てたりして生活感が出るように工夫しています。前の公園など

も活用し介護施設である認識を少しでも広げられた。 

 

【「事業所のしつらえ・環境」をテーマにした自由意見】 

・特に不快感もなく玄関先も綺麗に整われていた。季節ごとのお花も植えてあり来る人も楽

しめたのではないかと思う。工作に関しては年々出来栄えが良くなっており見ていても楽し

めると思いました。 

 

 
【改善計画】※後日記入 

引き続き外観の見栄えを良くし入りやすい雰囲気を継続すると共に、施設でどのようなことをしているか

を地域の方々にもっと知って頂けるように、玄関先や駐車場などを活用しレクレーションを行いアピール

を続けていきたい。 

 
 

 

 

 

  

地②－２ 



 

 

Ｃ．事業所と地域のかかわり 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

０ 前回の改善計画について取組んでいましたか ２ １ １ 

１ 
職員はあいさつできていますか？ 

 ４   

２ 
事業所は、地域の方に知られていますか？ 

 ２  ２ 
 

 

【上記３つのチェック項目に関する意見】 

・職員さんはいつも丁寧できちんと挨拶して下さり好感が持てる。地域での活動にあまり参

加出来ていないこともあり、地域の方々にどんなところか知られているとは言えないです

ね。地域ケア会議では地区が違う民生委員等も参加されているので、周知してもらうように

出向いていくことも一つの交流の場になると思います。 

 

【前回の改善計画】 

 
回覧板などを活用し、地域での行事に参加して、ここがどういうところであるかの認識を広めていきたい。

運動会や防災訓練など利用者様が参加できないことでもスタッフが参加し、認識を広めていけるようにす

る。 

【前回の改善計画に対する取り組み】 
 

地域での行事の参加は積極出には行えていない。人員不足や猛暑の関係で夏場はあまり外に出ることが出

来なかった。支所などの取り組みなどには今後参加していきたいと思っている。 

 

【「事業所と地域のかかわり」をテーマにした自由意見】 

・地域ケア会議などはいろんな地区の民生委員さんが参加しているので、是非参加してもら

って事業所の名前を売ってもらい、どんなことをしているのか具体的に説明するのも一つの

手にはなると思います。 

 

【改善計画】※後日記入 

地域でのイベントや行事を周知し、参加する意欲を高め地域の中で生活をする認識をスタッ

フ間で共有して参加出来るようにしていく。 

 

 

 

 

 

 

  

地②－３ 



Ｄ．地域に出向いて本人の暮らしを支える取組み 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

０ 前回の改善計画について取組んでいましたか？ ４   
1 

 

利用者本人が住んでいる地域の方を交えた会議が行われていますか？ 

２  ２ 
2 

 

事業所の利用者は、地域の行事やイベントに参加していますか？ 

 １ １ ２ 
 

 

【上記 3 つのチェック項目に関する意見】 

・積極的に外出などをされており、商業施設を活用されていることが分かりました。人員不

足もあり難しいとは思いますが地域ケア会議や地域の行事参加等を目指してもらえたらと

思います。 

 

【前回の改善計画】 

 

人が多く出入りする場所は懸念するが、季節に合わせた外出を意欲的に取り組んでいきた

い。 

 

【前回の改善計画に対する取り組み】 
 

季節に合わせた外出は積極的に行えていた。人によっては支所にサークルにも参加している。継続して続

けていきたいのと、視野を広めていきたい。 

 

【「地域に出向いて本人の暮らしを支えている」をテーマにした自由意見】 

・小規模多機能は訪問や通いもしているし家族さんや本人は要望を言ったらしてもらえるの

で助かってると思います。いいサービスだと思うので広げていってもらえたらと思います。 

 

【改善計画】※後日記入 

季節に合わせた外出にて見聞を広げていくことを継続しながら、視野を広げ社会資源を活用

していけるように意識を高めていく。 

 

 

 

 

 

  

地②－４ 



Ｅ．運営推進会議を活かした取組み 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

０ 前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

 ４   

１ 
運営推進会議では、事業所の取組みが解かりやすく説明されていますか？ 

２  ２ 

2 

 

運営推進会議で出た意見を、改善につなげていますか？ 

 ２  ２ 
．  

【上記 3 つのチェック項目に関する意見】 

事業所の取り組みは運営推進会議で写真などを見せて頂いて具体的な活動内容が分かりや

すかったです。運営推進会議で出た意見がスタッフにどのように活用・還元されているかは

不透明な面が多いので記述があればわかりやすかったと思います。 

 

 

【前回の改善計画】 

 
スタッフ間でのサービス会議などに運営推進会議の議事録を公表し共有していくようにする。改善部分を

周知し、一人一人が意識して取り組める環境を作っていけるよう工夫していく。 

 

【前回の改善計画に対する取り組み】 

 
毎回出来てはいないが、運営推進会議で頂いた意見を反映し職員間で話し合うことが出来ている。全員の

意識はまだ低いが共有し取り組んでいけるようにしていく。 

 

【「運営推進会議を活かした取組み」をテーマにした自由意見】 

取り組み等を聞いてもやっておられるとは思いますが、どのように運営推進会議で出た話が

反映されているかどうかはわからないので、せめて口頭でもいいのでこの部分のここが反映

し取り組んでいるというのが分かると会議での話が身になってくれていると実感できるの

でフィードバックを念頭に入れて今後は取り組んでいって欲しいと思います。 

 

 

 

 

 

【改善計画】※後日記入 

運営推進会議を生かした取り組みの継続と、スタッフ間でどのように伝わり認識されたのか

を記録に残し運営推進会議で講評するように改善する。 

 

 

 

 

 

 

 

  

地②－５ 



Ｆ．事業所の防災・災害対策 

№ 項目 はい いいえ 
わから

ない 

０ 
前回の改善計画について取組んでいましたか？ 

 ３  １ 
１ 

事業所の防災計画（火災・風水害・地震等）を知っていますか？ 

 １ １ ２ 
２ 

事業所は、地域の防災訓練に参加していますか？ 

 １  ３ 
 

【上記５つのチェック項目に関する意見】 

・自施設で訓練を取り組まれているのは聞きますが、実際にいつどのようにしてやられてい

るかまではわかりません。地域の消防訓練にも参加出来ていないようですし、実際の火災が

起きたときに連携を取る為にも地域の消防訓練にも参加を検討してもらえたらと思います。 

 

 

【前回の改善計画】 

 

火災だけでなく、他災害の訓練も考えてみる。 

 

 

【前回の改善計画に対する取り組み】 

 

火災は行っていますが、他災害の訓練を模索中です。 

 

 

【「事業所の防災・災害対策」をテーマにした自由意見】。 

・近年、BCP という言葉が良く聞かれるようになりました。利用者様のご家族様は実際に

避難所などに認知症の方を連れていくというのは大変で、そうなると避難所に行けないとい

う言葉を聞いたことがあります。こちらの施設ではどのように対応するか、家族さんにも説

明してあげると安心されるのではないかと思います。 

 

 

【改善計画】※後日記入 

BCP の立案を中心に、火災だけでなく自然災害を想定した訓練の内容を深め意識を高めて

いく。 

 

 

 

 

 

  

地②－６ 



小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表  令和７年度 
 

法人名 
 

株式会社 六匠 
代表者 

 

北村 拓人 
 

法人・ 

事業所 

の特徴 

「一人ひとりの笑顔・思い・願いを大切に安心して暮らせる場所を地域で築きます」「継

続的に支え合い助け合うことで、ささいなことや気持ちの変化を見逃さず、心に届くサ

ービスを提供します」を理念としています。「ひもときシート」を活用し、職員全員で

利用者の思いや暮らし方の希望、意向を把握できるように努力しています。 
事業所名 

 

時間の奏 
管理者 廣瀬大輔 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

人 人 2 人 人 1 人 1 人 人 1１人 人 人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画  

Ａ．事業所自己評価の 

確認 

外出や散歩などを取り入れ、地域

との関わりを持てる機会を増や

していき、利用者様が社会性を失

わないように地域に貢献しなが

ら行事等にも参加していきたい。 

 
 

地域の行事等には参加出来てい

ないが、外に出る機会を多く設

け、地域の商業施設などを利用し

社会性を失なわ無いようにサー

ビスを提供することが出来た 

 

以前に比べ取り組みも意欲的ですごく

良くなったと思います。意識も高く利

用者様の為に一生懸命考えられている

と感じました。継続してやっていって

もらえるといいです。１～３に関して

は、情報共有に関しては電子ツールを

使用しているようなので個人情報に十

分配慮してもらえたらと思います。全

ての利用者様に対して公平に行うこと

は難しいと思いますが出来る範囲で一

人一人を尊重してもらえるといいで

す。４～７に関しては、具体的に保育

園との連携や外出等の社会性を養うと

いう点では意欲的に取り組めていたと

思います。後は地域の方々との交流が

出来るともっといいですね。便利な世

の中にはなってきているが、その分プ

ライバシー保護や人権問題等はとても

シビアな問題にもなってきている。十

分に配慮した使い方を検討しうまく活

用してください。 

プライバシー保護に十分に気を

つけ、地域の行事になるべく参加

し、交流を行うことで利用者様が

地域の中で社会性を失うことな

く生活が送れるので出来る限り

参加していきたい。 

 

 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

引き続き草引きを継続し、外観を

見栄え良くすることで入りやす

い雰囲気作りを工夫していきま

す。施設である認識を広めていき

たいと思います。 

 
 

草刈りは継続し、お花を植えたり

野菜を育てたりして生活感が出

るように工夫しています。前の公

園なども活用し介護施設である

認識を少しでも広げられた。 
 

特に不快感もなく玄関先も綺麗

に整われていた。季節ごとのお花

も植えてあり来る人も楽しめた

のではないかと思う。工作に関し

ては年々出来栄えが良くなって

おり見ていても楽しめると思い

ました。 

引き続き外観の見栄えを良くし

入りやすい雰囲気を継続すると

共に、施設でどのようなことをし

ているかを地域の方々にもっと

知って頂けるように、玄関先や駐

車場などを活用しレクレーショ

ンを行いアピールを続けていき

たい。 

 



Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

回覧板などを活用し、地域での行

事に参加して、ここがどういうと

ころであるかの認識を広めてい

きたい。運動会や防災訓練など利

用者様が参加できないことでも

スタッフが参加し、認識を広めて

いけるようにする。 

地域での行事の参加は積極出に

は行えていない。人員不足や猛暑

の関係で夏場はあまり外に出る

ことが出来なかった。支所などの

取り組みなどには今後参加して

いきたいと思っている。 

地域ケア会議などはいろんな地

区の民生委員さんが参加してい

るので、是非参加してもらって事

業所の名前を売ってもらい、どん

なことをしているのか具体的に

説明するのも一つの手にはなる

と思います。 

地域でのイベントや行事を周知

し、参加する意欲を高め地域の中

で生活をする認識をスタッフ間

で共有して参加出来るようにし

ていく。 

 

 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

人が多く出入りする場所は懸念

するが、季節に合わせた外出を意

欲的に取り組んでいきたい。 

季節に合わせた外出は積極的に

行えていた。人によっては支所に

サークルにも参加している。継続

して続けていきたいのと、視野を

広めていきたい。 

小規模多機能は訪問や通いもし

ているし家族さんや本人は要望

を言ったらしてもらえるので助

かってると思います。いいサービ

スだと思うので広げていっても

らえたらと思います。 

季節に合わせた外出にて見聞を

広げていくことを継続しながら、

視野を広げ社会資源を活用して

いけるように意識を高めていく。 

 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

スタッフ間でのサービス会議など 

に運営推進会議の議事録を公表し 

共有していくようにする。改善部 

分を周知し、一人一人が意識して 

取り組める環境を作っていけるよ 

う工夫していく。 
 

 

毎回出来てはいないが、運営推進

会議で頂いた意見を反映し職員

間で話し合うことが出来ている。

全員の意識はまだ低いが共有し

取り組んでいけるようにしてい

く。 

取り組み等を聞いてもやってお

られるとは思いますが、どのよう

に運営推進会議で出た話が反映

されているかどうかはわからな

いので、せめて口頭でもいいので

この部分のここが反映し取り組

んでいるというのが分かると会

議での話が身になってくれてい

ると実感できるのでフィードバ

ックを念頭に入れて今後は取り

組んでいって欲しいと思います。 

運営推進会議を生かした取り組

みの継続と、スタッフ間でどのよ

うに伝わり認識されたのかを記

録に残し運営推進会議で講評す

るように改善する。 

 

 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

火災だけでなく、他災害の訓練も

考えてみる。 

 

火災は行っていますが、他災害の

訓練を模索中です。 

 

 

近年、BCP という言葉が良く聞か

れるようになりました。利用者様

のご家族様は実際に避難所など

に認知症の方を連れていくとい

うのは大変で、そうなると避難所

に行けないという言葉を聞いた

ことがあります。こちらの施設で

はどのように対応するか、家族さ

んにも説明してあげると安心さ

れるのではないかと思います。 

BCP の立案を中心に、火災だけで

なく自然災害を想定した訓練の

内容を深め意識を高めていく。 

 



 


